
◇ 2010年９月28日 第969回例会(第968号) ◇

■ 出 席 報 告 ■ 飛 田 委 員

【９月21日】
在籍会員 42名（内出席規定適用免除者 10名）
出席会員 28名（内出席規定適用免除者 5名）

ホームクラブ出席率 75.68％

８月31日のＭＵを含む出席率 97.30％

私達は他人(ひと)を思いやり　奉仕の理想のもと　地域社会へ貢献するよう　努めます

関西大学ＲＡＣ例会出席担当

９月28日Ｂグループ 西本会員、八橋会員
会場：中央体育館 図書資料室
時間：19：00～20：00

本日の例会

今週の歌 「 それでこそロータリー 」

卓 話 「 ロータリーソング勉強会 」

栢 本 淑 子 会 員

次回例会のお知らせ(10月５日)

国際ロータリー第2660地区

北田他実夫ガバナー補佐訪問

「 クラブ協議会 」

前回〔９月21日〕例会記録

会長の時間 水 谷 会 長
９月23日は、秋分の日で日本国民の祝日の１つで

「祖先を敬い、亡くなった人々をしのぶ日」と決め
られています。秋分は春分と同様、昼夜の長さが、
ほぼ同じになる。日本付近では年による差があるが、
平均すれば昼が夜より約14分長くなります。秋分を
含む日には、太陽は真東から昇り、真西に沈みます。
北極点か南極点の観測者から見れば、秋分の太陽は、
丁度地平線と重なるように動き、昇ることも沈むこ
ともないそうです。
秋分（春分）の３日前を「彼岸の入り」と言い３

日後を「彼岸の明け」と言います。秋分（春分）は、
その中間に位置しますので「彼岸の中日」と呼ばれ
ます。この彼岸は仏教行事であるのですが、日本独
特の行事で、他の仏教国では無いそうです。「彼岸」
とだけ言った場合は、春の彼岸を指します。秋の彼
岸は「秋彼岸」又は「後の彼岸」と言うのが本当で

す。昔から彼岸には、先祖の霊を敬い墓参りをする
風習があります。又地方によっては若干の違いはあ
りますが、ぼた餅、おはぎ、団子、海苔巻き、いな
り寿司を仏壇に供え、家族でこれを食す風習も残っ
ています。彼岸のルーツは、彼岸は仏教用語で、煩
悩に満ちた世界「此岸しがん」から、解脱した悟り
の世界、涅槃を指します。こちら（此方）の岸とあ
ちら（彼方）の岸と言う意味です。さらに煩悩に満
ちたこちらの現世、涅槃の世界を死後の極楽浄土と
とらえ、あちらの世界と考えたところから、亡くな
った先祖たちの霊が住む世界を「彼岸」と考え、そ
の祖先の霊を供養するために、お彼岸になると「お
墓参り」をするのです。この時期には「彼岸会」と
いう仏教の法会が開かれ、これが現在の「彼岸」の
由来となりました。最初の彼岸会は、806年大同元
年の平城天皇が霊を鎮めるために行ったと言われて
おります。



幹事報告 延 幹 事
◎2010年10月のロータリーレートは、1ドル＝86円。
◎クラブロータリー財団委員長会議の案内

日時：10月23日(土) 13：30～16：30
場所：大阪ＹＭＣＡ会館
加藤ロータリー財団担当よろしくお願いします。

◎2010－2011年度「クラブの概況」を配付しました。
10月５日北田ガバナー補佐訪問および10月19日
松本ガバナー公式訪問の際にご持参下さい。

ニコニコ箱

寺 井 会 員 本日のニコニコは「ゼロ」でした
ので仕方なく私がさせていただきました。
本日分 3,000円
累 計 389,000円

広報委員会 成 松 委 員
ホームページ内に会員専用ページを作成致しました。

ＩＤ、パスワードは事務局にお問い合わせ下さい。

プログラム委員会 速 見 委員長
本日予定しておりました「『ニコニコキャンプ』

のホストについて」は、時間の関係で10月26日に振
り替えます。

クラブアッセンブリー

「北田ガバナー補佐訪問に向けて」

司会 延 秀 恵 幹 事
10月５日(火)の北田ガバナー補佐訪問に備えて、

会員各位からご提案のあった内容をもとに、委員会
ごとに分けたテーブルで、討議を行いました。各
テーブルリーダー（原、加藤、内田、西上、成松）
より、まとめを発表していただきました。（発表内
容については後日別途）

ロータリーの歌 (Rotary Song)

ロータリー創立後、三年間シカゴＲＣでは奉仕強
調派と親睦派との間に激しい討論があり、クラブの
崩壊寸前となったとき、印刷業のハリー・ラグルス
が諸君歌を唄おうではないかと提案したのが始まり
と言われている。日本で唄われる「我等の生業」は
一業一人制のロータリアンがクラブを結成し、平和
と親睦の目的に向かって、クラブ奉仕・職業奉仕・
社会奉仕・国際奉仕・の四大部門を通じて努力する
という内容である。特に歌詞には職業奉仕の重要牲
が強く謳われている。
「奉仕の理想」は大体同じ内容だが、自己の職業

奉仕を通じて世のため、人のためになるように最終
的にはロータリー綱領第四番目の世界平和が永遠に
続くことを願望している歌詞である。
以上二つのソングはロータリーの代表的ソングで

あり、リズムも多少スローテンポで厳粛さがにじみ、
身の引き締まる感がするので、通常大会や協議会の
開会時やクラブ例会の開会・閉会時によく合唱され
る。
「手に手つないで」はロータリーの拡大と親睦を

内容として歌われ、クラブの会員結束と世界平和に
向かって努力しようというリズミカルな、歌いやす
いソングである。
「それでこそロータリー」はこれも軽快なリズム

にのったメロディーで一番の歌詞で会員同志の親睦
を、二番では社会のため平和のため努力するという
ものである。

国際ロータリー第2660地区 ロータリー百科辞典より

それでこそロータリー（1953年）

１. どこで会っても やあと言おうよ
見つけた時にゃ おいと呼ぼうよ

遠い時には 手を振り合おうよ
それでこそ ローローロータリー

２. 笑顔笑顔で 語り合おうよ
心心で 結び合おうよ

みんな世の為 働き合おうよ
それでこそ ローローロータリー

３. どこの国にも 友が居るよ
みんな一つの 輪になろうよ

同じ心で 親しみ合おうよ
それでこそ ローローロータリー


